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ける不規則波の砕波を含む浅水変形を波別解析するに当たり，必要となる波高 (H) ，周期 (T) ，波向
(0) の結合確率分布を提案し，現地実測結果と比較検討している。乙のとき，圧力式波高計によって得
それぞれの手法の浅海LCM，波別解析法に対して，られた圧力波形から水位変動を推定する FFTl法，





























(3) 不規則波の浅水変形を解析するに当っては， (aj波別解析法， (b)成分波法， (C)代表波法をとりあげてそ
の適用性に検討を加え，それぞれ問題点を有しているが，漂砂移動に重要な要因となる radiation
stressの算定には波別解析法が妥当であることを明らかにしている。




波向の結合分布を提案し，それに基づいて変形解析及び radiation stress について多くの新しい
知見を得ている。その成果は海岸工学，ならびに環境工学に対して寄与すると乙ろが大きい。よって本
論文は博士論文として価値あるものと認めるo
-426-
